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３
月
定
例
会
議
は
、
３
月
１
日
か
ら
12
日
ま
で
の

12
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
鈴
木
町
長
が
施
政
方
針
を
、
吉
田
教
育
長

が
教
育
行
政
方
針
の
演
述
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
31
年
度
一
般
会

計
予
算
な
ど
25
件
で
、
全
議
員
の
賛
成
で
原
案
ど
お

り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
町
の
対

応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。特

別
・
企
業
会
計

会　計　名 予　算　額
特　

別

国民健康保険事業 9億6631万円
農業集落排水事業 2億1259万円
後期高齢者医療事業 7227万円

計 12億5117万円
企
業

国保葛巻病院事業 11億8249万円
水道事業 3億 948万円

計 14億9197万円

特別・企業会計当初予算額

町　　長
施政方針
（要約）

３月定例会議

全保育園にエアコンを設置全保育園にエアコンを設置

元気に遊ぶ江刈保育園児

新
庁
舎
建
設
で
大
型
予
算

一
般
会
計

　

31
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
69
億
９
２
１
７
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
て
８
億

６
８
５
０
万
円
、
14
・
２
㌫

増
加
し
ま
し
た
。
９
年
度
の

71
億
円
、
７
年
度
の
70
億
円

に
次
ぐ
予
算
規
模
で
す
。

基
金
か
ら
５
億
円
繰
り
入
れ

　

収
入
は
、
全
体
の
41
・
９

㌫
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が

29
億
３
０
０
０
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
４
６
５
０
万

円
、
１
・
６
㌫
増
加
し
ま
し

た
。
町
税
は
４
億
７
２
４
２

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

１
６
５
３
万
円
、
３
・
４
㌫

の
減
少
で
す
。
基
金
か
ら
は
、

５
億
３
９
９
万
円
を
繰
り
入

れ
、
ハ
ー
ド
事
業
の
財
源
と

し
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
の
割
合
は
16
・

８
㌫
。
地
方
交
付
税
な
ど
の

依
存
財
源
に
頼
る
財
政
構
造

で
、
引
き
続
き
自
主
財
源
の

確
保
が
必
要
で
す
。

建
設
事
業
費
が
増
加

　

支
出
は
、
新
庁
舎
等
建
設

事
業
や
江
刈
中
学
校
校
舎
改

修
事
業
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
住

宅
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
、

投
資
的
経
費
（
※
）
が
前
年

度
に
比
べ
て
７
億
５
１
８
万

円
、
45
・
２
㌫
増
加
し
ま
し

た
。

　

保
育
所
エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
、
公
共
交
通
再
編
調
査
業

務
、
道
の
駅
レ
ス
ト
ラ
ン
基

本
設
計
業
務
、
消
防
用
備
品

整
備
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

改
修
工
事
、
農
道
寺
田
線
整

備
事
業
な
ど
各
分
野
の
新
規

事
業
が
盛
り
込
ま
れ
た
内
容

で
す
。

　

一
般
会
計
予
算
の
詳
し
い

内
訳
は
４
〜
５
ペ
ー
ジ
を
、

主
な
新
規
事
業
は
６
〜
７

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
※
）
投
資
的
経
費

施
設
建
設
な
ど
社
会
資
本
の

整
備
に
か
か
る
お
金

　

３
つ
の
特
別
会
計
の
当
初

予
算
総
額
は
、
12
億
５
１
１

７
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

５
８
８
１
万
円
、
４
・
５
㌫

減
少
し
ま
し
た
。
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
の
医
療
費
の

減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

２
つ
の
企
業
会
計
の
当
初

　

病
院
会
計
は
、
医
療
機
器

の
購
入
や
新
病
院
建
設
の
企

業
債
返
済
に
よ
り
、
収
益
的

支
出
と
資
本
的
支
出
の
総
額

予
算
総
額
は
、
14
億
９
１
９

７
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

２
億
９
３
０
８
万
円
、
16
・

４
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

が
１
８
９
５
万
円
、
１
・
６

㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　

水
道
会
計
は
、
江
刈
地
区

水
道
整
備
事
業
の
完
成
に
よ

り
、
収
益
的
支
出
と
資
本
的

支
出
の
総
額
が
３
億
１
２
０

３
万
円
、
50
・
２
㌫
減
少
し

ま
し
た
。

国
保
会
計
医
療
費
減

医
療
機
器
を
整
備

工
事
費
で
３
億
円
減

　

31
年
度
は
、町
総
合
計
画
・

前
期
基
本
計
画
の
最
終
年
度
、

中
期
基
本
計
画
の
策
定
年
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、

磨
き
を
か
け
、
さ
ら
に
一
歩

前
進
し
ま
す
。
引
き
続
き
、

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
「
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
、
町
民

が
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ
る

環
境
の
構
築
に
全
力
を
傾
け

ま
す
。

　

自
動
車
専
用
道
路
「
北
岩

手
・
北
三
陸
横
断
道
路
」
の

整
備
は
、
盛
岡
以
北
の
地
域

間
の
交
流
・
連
携
や
地
域
経

済
の
活
性
化
、
多
面
的
分
野

の
発
展
、
人
口
減
少
問
題
の

解
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

か
ら
力
強
く
進
め
ま
す
。

　

今
後
も
住
民
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
、
町
が
持
つ
機

能
と
魅
力
で
あ
る
「
葛
巻
ら

し
さ
」
が
光
る
取
り
組
み
に

英
知
を
結
集
し
、
積
極
果
敢

に
挑
戦
し
ま
す
。

葛
巻
ら
し
さ
を
魅
力
に

※病院事業会計と水道事業会計は、収益的収支の支出額と資
本的収支の支出額を合算した額

一般会計当初予算額の上位年度

年度 予算額 主な事業

1 9 71億9191万円 葛巻中学校屋内運動場整備　３億7892万円

2 7 70億2970万円 小屋瀬中学校校舎・体育館建設　８億5291万円

3 31 69億9217万円 新庁舎等建設　15億2100万円

4 11 69億2812万円 葛巻中学校校舎改築　６億6225万円

5 28 68億9623万円 養護老人ホーム葛葉荘改築　８億8246万円

一般会計当初予算額の推移

50

60

70

H27 H28 H29 H30 H31

58.0

68.9

52.7

61.2

69.9

（単位：億円）
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（単位：億円）

町の借金と貯金の推移町の借金と貯金の推移

10

20

30

40

50

60

70

80

67.367.367.3
63.563.563.5

60.660.660.6
58.558.558.5

56.756.756.7

14.814.814.8

22.122.122.1

27.427.427.4

34.334.334.3

42.142.142.1

H21 H22 H23 H24 H25

56.156.156.1

45.145.145.1

H26

62.762.762.7

49.849.849.8 49.449.449.4

H27

72.872.872.8

H28

55.355.355.3

77.077.077.0

55.455.455.4

79.579.579.5

H30H29

借金額借金額 貯金額貯金額

前年比14％の伸び前年比14％の伸び
一般会計69億円の　予算　を見る

　

町
の
借
金
（
一
般
会
計
の

町
債
）
の
30
年
度
末
の
見
込

額
は
79
億
５
６
６
２
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
２
億
５
５

０
０
万
円
、
３
・
３
％
増
加

し
ま
し
た
。
新
庁
舎
建
設
な

ど
ハ
ー
ド
事
業
に
よ
り
、
借

入
金
が
増
え
ま
し
た
。
町
民

一
人
当
た
り
（
31
年
３
月
末

の
人
口
６
１
３
５
人
）、
約

１
２
９
万
円
に
な
り
ま
す
。

31年度一般会計予算を町民一人当たりにすると （家計簿に例えると･･･）
繰出金 8.0％
子供への仕送り
91,000円

負担金等 17.8％
年金･保険料等
203,000円

物件費 15.4％
光熱水費等
175,000円

建設事業費 32.4％
家の増改築等
369,000円

公債費 5.7％
住宅ローン等
65,000円

扶助費 8.8％
医療費等
100,000円

人件費 11.9％
食費
136,000(　　　　　)

増改築の
費用が、
約12万円
増えたわ。

1,139,000円
31年3月末の人口

6,135人

9％1 9％

8.8

0

.88

0

8

1

8

0

1

8

0

11 9％

8 88 8

11 9％

8

11 9％

8

11..9％

88％88888888％8％8％8％88％88％88％88％88％

民生費
10億6897万円
15.3％

民生費
10億6897万円
15.3％

民生費
10億6897万円
15.3％

収入
69億9217万円支出

69億9217万円

衛生費
8億6204万円
12.3％

衛生費
8億6204万円
12.3％

衛生費
8億6204万円
12.3％

総務費
22億7009万円
32.5％

総務費
22億7009万円
32.5％

総務費
22億7009万円
32.5％

農林水産業費
6億6776万円
9.6％

農林水産業費
6億6776万円
9.6％

農林水産業費
6億6776万円
9.6％

公債費
（借金の返済）
6億1604万円
8.8％

公債費
（借金の返済）
6億1604万円
8.8％

公債費
（借金の返済）
6億1604万円
8.8％

土木費
5億283万円
7.2％

土木費
5億283万円
7.2％

土木費
5億283万円
7.2％

消防費
3億3482万円
4.8％

消防費
3億3482万円
4.8％

消防費
3億3482万円
4.8％

議会費
6535万円　0.9％
議会費
6535万円　0.9％
議会費
6535万円　0.9％

その他の経費
1億3514万円　1.9％
その他の経費
1億3514万円　1.9％
その他の経費
1億3514万円　1.9％

町税
4億7243万円
6.8％

町税
4億7243万円
6.8％

町税
4億7243万円
6.8％

諸収入
8772万円
1.2％

諸収入
8772万円
1.2％

諸収入
8772万円
1.2％

その他の自主財源
1億1346万円
1.6％

その他の自主財源
1億1346万円
1.6％

その他の自主財源
1億1346万円
1.6％

地方交付税
29億3000万円
41.9％

地方交付税
29億3000万円
41.9％

地方交付税
29億3000万円
41.9％

町債(町の借金）
18億6330万円
26.7％

町債(町の借金）
18億6330万円
26.7％

町債(町の借金）
18億6330万円
26.7％

国庫支出金
3億4453万円
4.9％

国庫支出金
3億4453万円
4.9％

国庫支出金
3億4453万円
4.9％

県支出金
4億6484万円
6.7％

県支出金
4億6484万円
6.7％

県支出金
4億6484万円
6.7％

その他の依存財源
2億1190万円　3.0％
その他の依存財源
2億1190万円　3.0％
その他の依存財源
2億1190万円　3.0％

自主財源
11億7760万円
16.8％

自主財源
11億7760万円
16.8％

自主財源
11億7760万円
16.8％

依存財源
58億1457万円
83.2％

依存財源
58億1457万円
83.2％

依存財源
58億1457万円
83.2％

教育費
4億6913万円
6.7％

教育費
4億6913万円
6.7％

教育費
4億6913万円
6.7％

繰入金
5億399万円
7.2％

繰入金
5億399万円
7.2％

繰入金
5億399万円
7.2％

項　　　目 摘　　　　要

自
主
財
源

（
町
が
自
力
で
収
入

で
き
る
お
金　
　

）

町税 町民税や固定資産税など、町民
の皆さんからの税金

諸収入 町有建物等の移転補償費など

繰入金 一般会計、特別会計、基金等の
会計間を移動するお金

その他の
自主財源

分担金、負担金、使用料、手数料、
寄付金など

依
存
財
源

（
国
・
県
な
ど
か
ら
、
交
付
、

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金　

）

地方交付税 町の財政需要の状況により国か
ら配分されるお金

町債 事業を行うために国や金融機関
などから借りるお金

国庫支出金 事業を行うために国からもらう
お金

県支出金 事業を行うために県からもらう
お金

その他の
依存財源

地方消費税交付金、利子割交付
金、交通安全対策特別交付金な
ど

項　　目 摘　　　　要

総務費 情報通信基盤などの維持管理、行政事務
などにかかる経費

民生費 高齢者福祉や障がい者福祉、保育所の運
営など社会保障にかかる経費

衛生費 保健・衛生・環境などの業務にかかる経費

農林水産業費 農林・畜産業の振興などにかかる経費

公債費 事業のために国などから借りたお金の元
利償還金

土木費 道路・公園・河川などの建設や維持管理に
かかる経費

教育費 小・中学校の運営や社会教育・体育事業な
どにかかる経費

消防費 防災や災害時の活動などにかかる経費

議会費 議会の運営にかかる経費

その他の経費 商工費､ 労働費､ 諸支出金､ 予備費など
の経費

※
主
要
４
基
金

・
財
政
調
整
基
金

・
町
債
減
債
基
金

・
地
域
づ
く
り
振
興
基
金

・
公
共
施
設
等
整
備
基
金

建設事業の増加で建設事業の増加で

町
の
借
金
２
億
円
増

町
の
貯
金
微
増

　

町
の
貯
金
（
※
主
要
４
基

金
）
の
30
年
度
末
の
見
込
額

は
55
億
４
８
８
８
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
１
５
２

１
万
円
、
０
・
３
％
増
加
し

ま
し
た
。
町
民
一
人
当
た
り
、

約
90
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

21
年
度
以
降
の
町
の
貯
金

と
借
金
の
推
移
は
、
左
の
表

の
と
お
り
で
す
。
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31年度31年度 事業事業

　①非課税世帯・３歳未満児の子育て世帯対象：２万円で
２万５千円分の商品券を購入②全町民対象：２万円で２
万４千円分の商品券を購入

　耐震基準を満たしていない現庁舎を地下１階、地上５
階の複合機能を持つ庁舎に建て替え

　客室のうち和室３部屋と 洋室２部屋をすべてツイン
ルームに改修

　酪農ヘルパー人材確保のため、野中地区に平屋建
て５世帯の住宅を整備

　社会体育館に設置されているトレーニング機器な
どを更新

　老朽化の進む江刈中学校校舎の断熱化などの改修
工事を行い、学習環境の向上を図る

　葛巻高校に入学するくずまき山村留学生寄宿舎の
管理運営

予算額
2075万円予算額

1045万円
予算額

15億2100万円

予算額
3650万円

予算額
750万円

予算額
4000万円

予算額
1857万円

「葛
くず

巻
まき

町
まち

」という　宝箱から
今年は“も～っと”すごい　　
　　 宝物が出て　きたぞ～

プレミアム付商品券新庁舎等建設 プラトー客室改修

酪農ヘルパー住宅整備

社会体育館トレーニング機器等

江刈中学校校舎改修

山村留学生寄宿舎運営

主な新規事業をお知らせします。注目注目!!
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31年度予算を見る

林
道
橋
点
検

商

品

券

く
ず
ま
き

型
Ｄ
Ｍ
Ｏ

森
林
譲
与
税

住
宅
整
備

中
学
校
部
活
動

体
育
館
修
繕

道　

の　

駅

レ
ス
ト
ラ
ン

大
橋
工
事

入
浴
施
設

収

納

率

高
齢
者
支
援

コ
ン
ビ
ニ
納
税

建
設

水
道

総
務

企
画

総
務

企
画

農
林

環
境

農
林

環
境

教
育

委
員
会

教
育

委
員
会

農
林

環
境

建
設

水
道

政
策

秘
書

住
民

会
計

健
康

福
祉

住
民

会
計

　
　

林
道
橋
点
検
業
務
の
内

容
は
。

　
　

12
橋
の
う
ち
、
11
橋
の

劣
化
状
況
を
点
検
す
る
。
残

り
１
橋
は
県
営
の
林
道
工
事

で
整
備
済
み
。

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
の
内
容
は
。

　
　

消
費
税
の
増
税
に
よ
る

消
費
冷
え
込
み
の
下
支
え
が

目
的
。
国
の
基
準
で
は
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
と
３
歳
未

満
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
が

対
象
。
２
万
円
で
２
万
５
千

答

　
　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
に
よ
る
ま

ち
な
か
活
性
化
の
成
果
は
。

　
　

31
年
度
の
配
分
額
と
使

い
道
は
。

　
　

町
に
は
２
１
０
０
万
円

ほ
ど
配
分
の
見
込
み
。
活
用

施
策
は
、
森
林
所
有
者
の
意

向
調
査
、
森
林
現
場
の
調
査
、

森
林
の
境
界
確
認
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
専
門
家
の
雇

用
、
町
産
材
利
用
の
補
助
拡

充
、
植
樹
祭
な
ど
の
啓
発
行

事
、
私
有
林
つ
る
切
り
助
成

の
７
事
業
。

　
　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
住
宅
整

備
事
業
の
内
容
と
整
備
に
至

る
経
緯
は
。

　
　

野
中
地
区
に
、
５
世
帯

の
平
屋
を
予
定
。
新
い
わ
て

農
業
協
同
組
合
と
、
町
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
組
合
の
連
盟
で
要

望
が
あ
り
、
整
備
を
検
討
し

た
。
管
理
運
営
は
、
農
協
と

今
後
協
議
し
調
整
す
る
。

答

　
　

部
活
動
指
導
員
の
活
動

内
容
は
。

　
　

教
員
の
代
わ
り
に
部
活

動
を
行
え
る
も
の
。
各
中
学

校
長
が
委
嘱
し
、
１
日
２
時

答

　
　

社
会
体
育
施
設
長
寿
命

化
修
繕
工
事
の
内
容
は
。

　
　

社
会
体
育
館
の
、
柔
剣

道
場
部
分
の
屋
根
が
雨
漏
り

を
し
て
い
る
た
め
修
繕
す
る
。

答

　
　

基
本
設
計
業
務
の
構
想

見
込
み
は
。

　
　

か
つ
て
食
堂
だ
っ
た
場

所
は
、
現
在
、
特
産
品
の
販

売
施
設
に
な
っ
て
お
り
、
代

わ
り
に
敷
地
内
で
畜
産
開
発

公
社
が
そ
ば
な
ど
の
軽
食
を

提
供
し
て
い
る
。
新
た
に
レ

　
　

町
道
葛
巻
浦
子
内
線
改

良
事
業
の
大
橋
架
け
替
え
工

事
の
内
容
は
。

　
　

大
橋
は
、
補
助
事
業
と

し
て
車
道
部
分
、
単
独
事
業

と
し
て
木
製
の
歩
道
部
分
を

予
定
し
て
い
る
。31
年
度
は
、

橋
台
と
橋
脚
を
造
る
。
増
水

時
に
流
木
な
ど
が
支
障
に
な

ら
な
い
よ
う
、
橋
脚
は
川
の

真
ん
中
に
１
脚
の
み
建
て
る

計
画
。

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
風
呂

整
備
の
考
え
は
。

　
　

高
齢
者
向
け
に
開
放
し

て
い
る
入
浴
施
設
の
整
備

は
、
す
ず
ら
ん
工
房
の
作
業

所
（
旧
公
団
宿
舎
）
の
老
朽

化
、
葛
葉
荘
入
所
者
の
水
害

時
の
避
難
場
所
と
い
っ
た
複

数
の
課
題
と
併
せ
て
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
共
同
で
課
題

解
決
が
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
く
。

　
　

近
年
の
町
税
収
納
率
が

高
い
要
因
は
。

　
　

こ
の
２
年
間
、
99
㌫
を

超
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
全

答

　
　

生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
の
内
容
は
。

　
　

地
域
包
括
ケ
ア
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
、
社
会
福
祉

答
　
　

開
始
し
て
の
成
果
は
。

　
　

町
税
の
納
付
全
体
の
う

ち
、
約
３
割
が
コ
ン
ビ
ニ
納

付
、
約
５
割
が
口
座
振
替
、

約
２
割
が
納
付
書
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
で

は
３
６
５
日
、
24
時
間
納
付

で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ

ら
に
利
用
が
増
え
る
と
考
え

ら
れ
る
。

答

　

31
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て
、
賛
成
の
立
場
で
意
見
を

述
べ
ま
す
。

　

31
年
度
は
、
町
総
合
計
画

前
期
計
画
の
最
終
年
と
な
り

ま
す
。
当
初
予
算
は
、
町
総

合
計
画
の
三
つ
の
基
本
目
標
、

い
き
い
き
と
輝
き
続
け
る

「
ひ
と
」、
誰
も
が
住
み
た
く

な
る
「
ま
ち
」、
地
域
資
源

を
活
か
す
「
し
ご
と
」
の
実

現
に
向
け
、
各
分
野
に
わ
た

り
き
め
細
や
か
に
対
応
し
た

も
の
で
す
。

　

新
庁
舎
建
設
事
業
は
、
葛

巻
病
院
建
て
替
え
事
業
を
上

回
る
大
型
事
業
で
す
が
、
単

に
老
朽
化
し
た
庁
舎
の
建
て

替
え
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
中
核
施
設
と

し
て
町
民
待
望
の
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
確
実

な
推
進
を
期
待
し
ま
す
。

　

町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
対
策
に
は
、
継
続

的
に
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
加

速
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
住

宅
整
備
事
業
や
森
林
環
境
譲

与
税
を
有
効
に
活
用
し
た
施

策
な
ど
、
基
幹
産
業
の
振
興

に
向
け
た
対
策
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
老
朽
化
し
た
江
刈

中
学
校
校
舎
の
改
修
工
事
な

ど
、
教
育
環
境
の
充
実
も
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

我
々
議
員
が
、
日
頃
か
ら

地
域
住
民
の
声
を
町
当
局
に

伝
え
て
い
ま
す
が
、
31
年
度

当
初
予
算
は
、
そ
の
意
見
や

要
望
に
対
し
応
え
た
も
の
で

あ
る
と
評
価
し
ま
す
。

辰
柳　

敬
一 

議
員

■
反
対
討
論
な
し

旧遠藤邸を利用したクラフト市

～輝くふるさと常任委員会～

　３月７日に、31年度当初
予算の審査を行いました。
　主な質疑の内容をお知らせ
します。

問問

問問

問

問

問

問

問

問

問

問 問

答

答

答

答

答

賛
成
討
論
（
要
約
）

円
分
の
商
品
券
を
購
入
で
き

る
。

　

ま
た
、
商
店
街
の
活
性
化

を
目
的
に
全
町
民
を
対
象
と

し
た
町
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
、
２
万
円
で
２
万
４
千

円
分
の
商
品
券
を
購
入
で
き

る
事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

課
長
に
よ
る
徴
収
訪
問
、
県

滞
納
整
理
機
構
と
の
連
携
、

差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処

分
を
進
め
て
き
た
成
果
と
考

え
る
。

　

な
お
、
１
月
末
現
在
の
収

納
率
も
、
前
年
度
を
上
回
っ

て
い
る
状
況
。

ス
ト
ラ
ン
を
造
り
、
道
の
駅

の
魅
力
を
増
し
て
集
客
に
つ

な
げ
た
い
。
料
理
人
の
意
向

も
確
認
し
、
そ
れ
を
設
計
に

盛
り
込
む
考
え
。

　
　

商
工
会
女
性
部
に
よ
る

ひ
な
ま
つ
り
や
、
女
性
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
ク
ラ
フ
ト
市

な
ど
、
旧
遠
藤
邸
の
利
用
で

一
定
の
賑
わ
い
を
創
出
し
て

き
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
中
に
ま
ち

な
か
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
出

す
予
定
。こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

３
、
４
年
後
の
ま
ち
な
か
を

答

イ
メ
ー
ジ
し
、
今
後
の
取
り

組
み
の
指
針
と
し
て
位
置
付

け
る
。

協
議
会
に
職
員
を
１
人
配
置

し
、
買
い
物
支
援
な
ど
介
護

保
険
事
業
の
課
題
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
。

間
、
週
３
日
程
度
の
活
動
を

見
込
ん
で
い
る
。
31
年
度
は
、

要
望
の
あ
っ
た
葛
巻
中
学
校

と
小
屋
瀬
中
学
校
に
各
１
人

を
配
置
予
定
。

新
庁
舎
整
備
事
業
の

確
実
な
推
進
に
期
待
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《一般会計補正予算の主な使いみち》

■ 畜産競争力強化整備事業 ･･････ 1億3514万円（牛舎新築等への補助）

■ 小中学校施設維持修繕事業 ････････7740万円（全小中学校に冷房設備
　を整備）

■ 障害者自立給付支援事業 ･･････････4160万円（障害福祉サービス等）

■ 病院会計へ繰り出し ･･････････････2250万円（旧病院解体の増額分）

■ プレミアム付商品券事業 ･･･････････ 103万円（商品券事業の事務費）

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

　

３
月
定
例
会
議
で
、
く
ず
ま
き
山
村
留
学
生
寄
宿
舎
条
例

の
制
定
、
30
年
度
補
正
予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

会　計　名 補正額 補正後の予算額

一般会計（第４号） ２億 241万円 72億7259万円

国民健康保険事業（第３号） 1万円 10億9399万円

農業集落排水事業（第２号） 389万円 ２億1514万円

後期高齢者医療事業（第２号） 726万円 8126万円

病 院 事 業
（第３号） （収益的支出） △4826万円 11億1435万円

水 道 事 業 
（第２号）

（収益的支出） △729万円 １億9723万円

（資本的支出） △3552万円 ３億8180万円

【
主
な
質
疑
】

3030年度補正予算年度補正予算

地
域
お
こ
し

協

力

隊

繰
越
事
業

国
保
医
療
費

総
務

企
画

総
務

企
画

住
民

会
計

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
管

理
経
費
の
減
額
要
因
は
。

　
　

今
年
度
、
酪
農
部
門
と

　
　

繰
越
事
業
に
対
す
る
考

え
は
。

　
　

22
件
、
11
億
６
５
２
０

万
円
の
事
業
が
31
年
度
に
繰

り
越
し
と
な
っ
た
。
繰
り
越

し
は
、
財
務
事
務
を
効
率
的

に
執
行
す
る
た
め
に
地
方
自

治
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る
制

度
。
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
、
年
度
内
に
執
行
が
難

し
い
場
合
に
行
っ
て
い
る
。

　
　

国
保
会
計
の
基
金
と
医

療
費
の
見
込
み
状
況
は
。

　
　

財
政
調
整
基
金
は
、
今

年
度
末
５
０
０
０
万
円
に
増

え
る
見
込
み
。
療
養
給
付
費

と
高
額
医
療
費
が
前
年
度
を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因
。

　

特
定
健
診
の
無
料
化
な
ど

に
よ
り
、
健
診
率
が
上
が
っ

て
お
り
疾
病
の
予
防
に
つ
な

が
る
こ
と
で
、
医
療
費
が
下

が
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

問 問

問

答 答

答

山村留学生が入舎する寄宿舎（グリーンテージ東側）

請

負

契

約

補

正

予

算

発

委

案

条

例

そ

の

他

要

望

●
山
村
留
学
生
寄
宿
舎
整
備

工
事

　

契
約
金
額
を
１
４
５
１
万

円
増
額
し
、
２
億
２
８
３
５

万
円
に
変
更
。

◇
契
約
相
手　

(

株)

丹
野
組

【
二
戸
市
】

　

一
般
会
計
に
、
２
億
２
４

１
万
円
追
加
し
総
額
を
72
億

７
２
５
９
万
円
と
し
ま
し

た
。

●
議
会
総
合
条
例
の
改
正

　

議
会
傍
聴
の
手
続
き
を
廃

●
く
ず
ま
き
山
村
留
学
生
寄

宿
舎
条
例

　

葛
巻
高
校
の
山
村
留
学
生

を
受
け
入
れ
る
寄
宿
舎
を
整

備
。
今
年
５
月
か
ら
使
用
開

始
し
、
使
用
料
は
月
額
３
万

円
以
内
。

●
町
道
路
線
の
認
定

　

ミ
ル
ク
公
園
線
（
延
長
１

１
７
１
・
０
㍍
）
と
小
苗
代

線
（
延
長
３
９
８
・
０
㍍
）

を
新
た
に
町
道
に
認
定
。

●
原
子
力
発
電
所
事
故
の
和

解
◇
和
解
額　

４
５
０
万
円

◇
和
解
相
手　

東
京
電
力

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス(

株)

●
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更

●
町
産
材
活
用
に
関
す
る
要

望

　

葛
巻
町
森
林
組
合
か
ら
の

要
望
に
つ
い
て
、
審
査
の
結

果
「
そ
の
実
現
に
向
け
町
が

な
す
べ
き
こ
と
を
適
切
に
し

て
い
る
か
、
議
会
と
し
て
監

査
機
能
を
果
た
し
検
証
す

る
」
と
意
見
を
付
し
て
『
採

択
』
と
決
定
し
、
町
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

●
江
刈
馬
淵
中
央
公
民
館
の

新
築
整
備
に
関
す
る
要
望

　

江
刈
馬
淵
自
治
会
か
ら
の

要
望
に
つ
い
て
、
審
査
の
結

果
『
採
択
』
と
決
定
し
、
町

長
に
提
出
し
ま
し
た
。

●
公
園
条
例
の
改
正

　

四
日
市
農
村
公
園
の
整
備

に
伴
い
改
正
。
公
園
の
管
理

は
四
日
市
町
内
会
に
委
託
。

●
定
住
促
進
住
宅
条
例
の
改
正

　

入
居
期
間
を
、
現
状
の
３

年
か
ら
５
年
に
延
長
。
さ
ら

に
最
大
２
年
ま
で
延
長
可
能
。

●
看
護
職
員
等
養
成
修
学
資

金
貸
付
条
例
の
改
正

　

修
学
資
金
の
貸
し
付
け
対

象
と
な
る
資
格
に
、
社
会
福

祉
士
と
介
護
福
祉
士
を
追
加
。

●
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

改
正

　

県
の
道
路
占
用
料
改
定
に

伴
い
、
電
柱
な
ど
の
占
用
料

単
価
を
引
き
下
げ
。

●
水
道
の
布
設
工
事
監
督
者

の
基
準
等
条
例
の
改
正

　

学
校
教
育
法
の
改
正
に
伴

い
、
布
設
工
事
監
督
者
な
ど

の
資
格
要
件
に
専
門
職
大
学

修
了
を
追
加
。

●
職
員
の
勤
務
時
間
等
条
例

の
改
正

　

国
に
準
じ
て
、
職
員
の
超

過
勤
務
時
間
に
上
限
を
設
定
。

上
限
は
月
45
時
間
以
下
、
年

３
６
０
時
間
以
下
。

●
郵
便
料
金
支
払
基
金
条
例

の
廃
止

　

郵
便
料
金
支
払
基
金
を
廃

止
。

　

体
育
施
設
整
備
な
ど
を
追

加
。

●
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変

更

　

集
会
施
設
整
備
な
ど
を
追

加
。

商
工
部
門
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
採
用
を
予
定
し
て
い

た
。
い
ず
れ
も
応
募
が
あ
っ

た
が
辞
退
と
な
り
採
用
に
至

ら
な
か
っ
た
た
め
、
２
人
分

の
経
費
１
２
０
０
万
円
が
減

額
補
正
と
な
っ
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、

現
在
６
人
活
動
中
。
３
年
の

任
期
後
に
起
業
を
す
る
な
ど

し
て
、
定
住
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
制
度

で
あ
る
。

　

主
な
歳
入
は
、
冷
房
設
備

対
応
臨
時
特
例
交
付
金
１
４

６
６
万
円
な
ど
で
す
。

　

主
な
歳
出
は
、
小
・
中
学

校
冷
房
設
備
整
備
な
ど
で
す
。

　

各
会
計
の
補
正
額
と
主
な

予
算
の
使
い
み
ち
は
、
左
の

表
の
と
お
り
で
す
。

止
。
４
月
以
降
の
会
議
で
は
、

傍
聴
者
の
住
所
、
氏
名
な
ど

の
記
入
は
不
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
直
接
、
傍
聴
者
席
に

お
入
り
く
だ
さ
い
。
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議 員 議 員 のの 判 断 判 断
○議員の判断で決定した議案（賛否が分かれた議案はありませんでした。）
議案等
番  号 件名と主な内容 議決

結果 賛 否

議案２号 31年度一般会計予算･･･予算額69億9217万円 可決 全員賛成

議案３号 31年度国民健康保険事業勘定特別会計予算･･･予算額９億6630万円 可決 全員賛成

議案４号 31年度農業集落排水事業特別会計予算･･･予算額２億1259万円 可決 全員賛成

議案５号 31年度後期高齢者医療事業特別会計予算･･･予算額7226万円 可決 全員賛成

議案６号
31年度国民健康保険病院事業会計予算･･･収益的支出の予算額11億60万
円、資本的支出の予算額8189万円

可決 全員賛成

議案７号
31年度水道事業会計予算･･･収益的支出の予算額２億721万円、資本的支
出の予算額１億227万円

可決 全員賛成

議案８号
30年度一般会計補正予算（第４号）･･･ ２億241万円を追加して予算額
72億7259万円に

可決 全員賛成

議案９号
30年度国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）･･･1万円を追
加して予算額10億9399万円に

可決 全員賛成

議案10号
30年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）･･･389万円を追加
して予算額２億1514万円に

可決 全員賛成

議案11号
30年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）･･･726万円を追
加して予算額8126万円に

可決 全員賛成

議案12号
30年度国民健康保険病院事業会計補正予算（第３号）･･･収益的支出の予
算額を4826万円減額して予算額11億1435万円に

可決 全員賛成

議案13号
30年度水道事業会計補正予算（第２号）･･･収益的支出の予算額を729万
円減額して予算額１億9723万円に、資本的支出の予算額を3552万円減
額して予算額３億8180万円に

可決 全員賛成

議案14号
道路占用料徴収条例の改正･･･県条例の改正に伴い、電柱などの占用料を
引き下げ

可決 全員賛成

議案15号 公園条例の改正･･･四日市農村公園の整備に伴い改正 可決 全員賛成

議案16号 職員の勤務時間等条例の改正･･･国に準じて、超過勤務時間の上限を設定 可決 全員賛成

〈議決結果〉

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

議案等
番  号 件名と主な内容 議決

結果 賛 否

議案17号
水道の布設工事監督者の配置基準及び資格基準条例の改正･･･学校教育法
の改正に伴い、資格要件に専門職大学を追加

可決 全員賛成

議案18号 定住促進住宅条例の改正･･･定住促進住宅への入居期間を延長 可決 全員賛成

議案19号
看護職員等養成修学資金貸付条例の改正･･･貸し付け対象の職種に社会福
祉士及び介護士を追加

可決 全員賛成

議案20号 郵便料金支払基金条例の廃止･･･郵便料金支払基金を廃止 可決 全員賛成

議案21号
くずまき山村留学生寄宿舎条例の制定･･･寄宿舎の整備に伴い、条例を制
定

可決 全員賛成

議案22号
山村留学生寄宿舎整備工事の変更請負契約の締結･･･契約金額を1451万
円増額し２億2835万円に

可決 全員賛成

議案23号
東京電力原子力発電所事故の和解･･･相手方：東京電力ホールディングス
(株)、金額：450万円

可決 全員賛成

議案24号 町道路線の認定･･･ミルク公園線と小苗代線を新たに町道に認定 可決 全員賛成

議案25号 過疎自立促進計画の変更･･･体育施設の整備などを追加 可決 全員賛成

議案26号 辺地総合整備計画の変更･･･集会施設の整備などを追加 可決 全員賛成

要望７号 町産材活用に関する要望 採択 全員賛成

要望８号 江刈馬淵中央公民館の新築整備に関する要望 採択 全員賛成

発委１号 議会総合条例の改正･･･議会傍聴の手続きを廃止 可決 全員賛成

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

【
１
月
会
議
】

　

１
月
31
日
に
１
月
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
病
院
事
業

会
計
の
補
正
予
算
が
提
案
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
決
定
し
ま

し
た
。

○議員の判断で決定した議案（賛否は分かれませんでした。）

議案等
番  号 件名と主な内容 議決

結果 賛 否

議案１号
30年度国民健康保険病院事業会計補正予算
（第２号）･･･収益的支出の予算額を2250万
円増額して予算額11億6262万円に

可決 全員賛成
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新
庁
舎
建
設
に
当

た
っ
て
、
建
設
情
報
が
全
く

町
民
に
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

新
庁
舎
建
設
の
対
応
等
を
問

う
。

　
　
　

町
民
へ
の
情
報
提
供

は
、
設
計
プ
ラ
ン
の
修
正
や

外
観
デ
ザ
イ
ン
等
の
内
容
が

確
定
次
第
公
表
す
る
。

　
「
新
庁
舎
棟
」
の
工
事
は
、

今
年
度
前
期
に
着
工
し
、
完

成
は
33
年
（
２
０
２
１
年
）

３
月
を
予
定
。
そ
の
後
、
既

存
施
設
の
現
庁
舎
、
総
合
セ

ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を

解
体
し
、「
消
防
分
署
棟
」、

「
車
庫
棟
」
の
建
設
や
職
員

駐
車
場
等
の
外
構
工
事
を
行

い
、
35
年
３
月
ま
で
に
全
て

の
工
事
が
完
了
の
見
込
み
。

　

新
庁
舎
棟
は
、
延
べ
床
面

積
約
８
千
平
方
㍍
の
鉄
筋
地

下
１
階
、
地
上
５
階
建
て
。

消
防
分
署
棟
は
延
べ
床
面
積

約
９
８
０
平
方
㍍
、
鉄
筋
２

階
建
て
。

町
長

柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

　

事
業
費
は
庁
舎
棟
で
約
30

億
円
、
分
署
棟
で
約
４
億
５

千
万
円
、
車
庫
棟
で
約
１
億

５
千
万
円
、
外
構
・
解
体
・
設

計
管
理
で
約
４
億
円
、
総
事

業
費
は
約
40
億
円
。

　

新
庁
舎
に
は
多
目
的
ホ
ー

ル
や
会
議
室
、
研
修
室
等
を

整
備
予
定
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
総
合
セ
ン
タ
ー
の
利

用
形
態
を
踏
襲
す
る
考
え
で
、

必
要
に
応
じ
て
飲
食
な
ど
も

で
き
る
町
民
利
用
と
し
た
い
。

新庁舎には総合センター機能も含まれます

様々な活動が総合センターを会場に開催されています

議
員

一般質問

問

答

新庁舎建設の情報公開は

設 計・ 外 観 確 定 後 に 公 開

一般質問

新
庁
舎
等
の
建
設
内
容

　

ま
た
、
浴
室
整
備
は
、
新

庁
舎
以
外
の
場
所
に
設
置
す

る
よ
う
社
会
福
祉
協
議
会
と

協
議
す
る
。

化
率
は
44
・
８
㌫
。
世
帯
数

は
２
７
４
６
世
帯
で
高
齢
者

世
帯
の
総
数
は
１
１
６
３
世

帯
（
41
・
６
㌫
）
の
実
態
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
「
医
療
」、「
介
護
と
予
防
」、

「
住
ま
い
」、「
日
常
生
活
支

援
」
を
包
括
的
に
提
供
す
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

が
重
要
。

　

ま
た
、「
地
域
の
課
題
把

握
」、「
社
会
資
源
の
発
掘
」、

「
地
域
関
係
者
に
よ
る
対
応

策
の
検
討
」、「
決
定
・
実
行
」

の
「
業
務
の
継
続
的
改
善
サ

イ
ク
ル
」
に
よ
る
事
業
推
進

の
た
め
、
地
域
ケ
ア
会
議
で

医
療
と
介
護
の
多
職
種
連
携

の
充
実
・
強
化
を
図
り
た
い
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
中
、

高
齢
者
を
支
え
、
ニ
ー
ズ
や

状
態
の
変
化
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
提
供
す

る
た
め
、
介
護
現
場
の
人
材

確
保
、
在
宅
介
護
に
よ
る
家

族
や
悩
み
な
ど
へ
の
対
応
が

必
要
と
考
え
る
。

　
　
　

町
の
高
齢
者
福
祉
の

構
築
を
今
後
ど
の
よ
う
に
図

る
か
伺
う
。

　
　
　

当
町
の
人
口
は
６
２

３
２
人
（
30
年
10
月
１
日
現

在
）。
65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
２
７
９
５
人
で
高
齢

議
員

町
長 今

後
の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

山
やま

崎
ざき

 邦
くにひろ

 議員

　
　
　

新
庁
舎
の
複
合
施
設

機
能
拡
充
に
つ
い
て
考
え
を

伺
う
。

　
　
　

庁
舎
の
整
備
で
は
、

新
た
な
町
の
拠
点
と
し
て
の

「
行
政
機
能
」
の
ほ
か
、「
交

流
機
能
」「
商
工
金
融
機
能
」

「
防
災
機
能
」「
医
療
機
能
」

を
１
カ
所
に
集
約
す
る
こ
と

で
、
町
民
の
利
便
性
の
向
上

は
も
と
よ
り
、
１
カ
所
に
誘

客
さ
れ
る
こ
と
で
賑
わ
い
の

創
出
が
図
れ
て
い
く
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
現
在
時
点
で
集

約
さ
れ
る
機
能
は
、
主
に
平

日
に
お
け
る
利
用
が
中
心
と

な
る
こ
と
か
ら
、
土
日
・
祝

日
に
お
け
る「
誘
客
」や「
賑

わ
い
の
創
出
」
が
課
題
と

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
Ｊ
Ｒ
バ
ス
葛
巻
駅
構

内
で
四
季
ご
と
に
開
催
し
て

い
た「
ま
ち
な
か
イ
ベ
ン
ト
」

や「
秋
祭
り
の
踊
り
の
競
演
」

町
長

　
　
　

公
共
施
設
使
用
料
の

設
定
に
つ
い
て
考
え
方
を
伺

う
。

　
　
　

公
共
施
設
等
の
使
用

料
設
定
に
つ
い
て
は
、
一
般

的
に
施
設
の
整
備
費
用
を
耐

用
年
数
で
割
り
返
し
た
額
を

占
有
面
積
で
按
分
し
、
さ
ら

に
「
月
」「
日
」「
時
間
」
な

ど
で
割
り
返
し
て
単
価
を
算

出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
使
用

料
や
他
の
施
設
の
使
用
料
な

町
長

な
ど
の
会
場
と
し
て
の
活
用

や
、
新
た
な
用
途
で
の
利
用

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
も
商
店

や
産
直
、
飲
食
店
な
ど
と

い
っ
た
機
能
が
加
わ
る
こ
と

で
、
新
た
な
町
の
拠
点
と
し

て
の
魅
力
が
更
に
高
ま
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
が

向
上
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
機
能
の

拡
充
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

議
員

議
員

問

答

新庁舎を拠点に交流の拡大は

休日利用や物販機能充実を検討

拠
点
機
能
の
拡
充

施
設
使
用
料
の
設
定

ど
と
大
き
な
乖
離
が
生
じ
な

い
よ
う
に
調
整
す
る
こ
と
や
、

利
用
者
で
あ
る
町
民
へ
の
負

担
度
合
い
、
あ
る
い
は
使
用

料
か
ら
見
た
利
便
性
、
冷
暖

房
設
備
の
使
用
な
ど
、
総
合

的
に
判
断
し
て
設
定
す
る
。

　

そ
の
他
、
こ
れ
ま
で
も
各

施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

利
用
用
途
や
利
用
団
体
な
ど

　３月４日に、４議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、
事務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今今ここが聞きたい ～

に
よ
り
条
例
等
で
減
額
や
免

除
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

新
庁
舎
の
「
交
流
機
能
」
に

係
わ
る
諸
室
の
使
用
料
の
設

定
に
つ
い
て
も
同
様
の
考
え

で
行
う
と
と
も
に
、
減
額
や

免
除
の
措
置
に
つ
い
て
も
調

整
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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老
朽
化
が
進
む
公
共

施
設
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

町
の
公
共
施
設
の
多

く
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の

昭
和
40
年
代
半
ば
か
ら
集
中

的
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
老

朽
化
が
進
み
今
後
、
大
規
模

修
繕
や
改
修
な
ど
が
必
要
な

状
態
。
こ
の
よ
う
な
公
共
施

設
の
老
朽
化
対
策
は
、
全
国

的
に
大
き
な
課
題
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
、
国
で
は
25
年

に
「
新
し
く
造
る
こ
と
」
か

ら
「
賢
く
使
う
こ
と
」
へ
の

重
点
化
に
取
り
組
み
、
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
も
国
の

動
き
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理
を

す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
28
年

度
に
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
策
定
し
、
社
会
的

構
造
や
町
民
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
合
わ
せ
た
公
共
施
設
の
最

適
配
置
と
効
果
的
な
利
活
用
、

辰
たつ

柳
やなぎ

 敬
けい

一
いち

 議員

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理

を
推
進
し
、
更
新
に
係
る
財

政
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

個
別
施
設
の
具
体
的
な
整

備
計
画
は
、「
公
共
施
設
個

別
施
設
計
画
」
を
32
年
度
の

策
定
に
向
け
て
作
業
を
進
め

て
い
る
。

森林での伐倒作業

議
員

町
長

一般質問

公
共
施
設
の
整
備

や
保
育
、
伐
採
な
ど
の
管
理

を
行
っ
て
お
り
、
年
間
30
〜

50
㌶
程
度
で
植
栽
・
間
伐
・
下

刈
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

現
在
、
県
内
の
木
材
需
要

は
北
上
市
に
大
型
合
板
工
場

が
稼
働
し
た
こ
と
や
、
一
戸

町
や
野
田
村
で
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
が
稼
働
し

た
こ
と
に
よ
り
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、
木
材
市
況
は
ほ
ぼ

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

町
有
林
の
人
工
林
は
、
こ
れ

　
　
　

町
有
林
を
活
用
し
雇

用
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を

進
め
る
考
え
は
。

　
　
　

現
在
、
町
有
林
は
葛

巻
、
江
刈
、
田
部
の
３
事
業

区
に
区
分
し
管
理
し
て
お

り
、
総
面
積
は
１
６
５
８
㌶

で
、
そ
の
う
ち
人
工
林
が
54

㌫
、
天
然
林
が
46
㌫
。

　

町
で
は
、
基
幹
産
業
の
一

つ
で
あ
る
林
業
の
計
画
的
か

つ
適
切
な
管
理
に
努
め
る
た

め
町
森
林
整
備
計
画
を
策
定

し
、
森
林
整
備
の
基
本
的
な

考
え
方
や
管
理
に
係
る
施
業

方
針
を
定
め
、
５
年
ご
と
に

内
容
を
見
直
し
な
が
ら
造
林

議
員

町
長 町

有
林
の
有
効
活
用

葛巻病院の西口玄関（役場側）

一般質問

姉
あね

帯
たい

 春
はる

治
じ

 議員

　
　
　

病
院
の
検
討
委
員
会

で
病
院
入
口
周
辺
の
話
し
合

い
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　

葛
巻
病
院
で
は
、
経

営
状
況
の
審
議
機
関
と
し
て

職
員
で
構
成
す
る
病
院
経
営

検
討
委
員
会
と
、
住
民
の
代

表
な
ど
で
構
成
す
る
病
院
経

営
審
議
委
員
会
の
二
つ
の
委

員
会
を
設
置
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
年
２
回
ほ
ど
会
議
を

開
催
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
委
員
会
で
は
、

病
院
の
予
算
や
決
算
の
ほ
か
、

診
療
体
制
な
ど
病
院
経
営
全

般
を
議
題
と
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
会
議
で
は
、
病
院

の
入
口
の
件
は
議
題
・
話
題

と
な
っ
て
い
な
い
。

町
長

　
　
　

病
院
の
入
口
周
辺
の

整
備
の
完
成
は
。

　
　
　

外
構
工
事
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
町
の
拠
点
と
な

る
新
庁
舎
の
整
備
と
合
わ
せ

て
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と

町
長

　
　
　

病
院
に
来
る
患
者
の

足
元
が
悪
い
こ
と
を
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

病
院
に
来
院
さ
れ
る

方
は
、
平
日
の
日
中
は
役
場

議
員

議
員

議
員

町
長 委

員
会
で
の
話
し
合
い

入
口
周
辺
の
整
備

病
院
入
口
の
不
便

問

答

老朽公共施設の整備計画は

個別計画を 32 年 度 に 策 定

問

答

病院の入口周辺の整備は

新 庁 舎 整 備 後 に 対 応

ま
で
と
同
様
に
間
伐
、
保
育

な
ど
の
育
林
作
業
を
計
画
的

に
進
め
る
考
え
。

　

町
で
は
、
酪
農
や
林
業
な

ど
の
１
次
産
業
を
振
興
す
る

こ
と
で
、
担
い
手
や
若
者
の

働
く
場
の
確
保
、
移
住
・
定

住
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
対
策

を
講
じ
て
き
た
。
林
業
の
振

興
、
森
林
整
備
を
図
る
た
め

に
県
や
全
国
森
林
組
合
連
合

会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
必
要
な
支
援
を
行
い
新

た
な
雇
用
に
つ
な
げ
た
い
。

側（
西
口
）と
葛
巻
小
学
校
側

（
東
口
）の
２
カ
所
の
玄
関
を

利
用
。
調
剤
薬
局
や
バ
ス
停

が
あ
る
西
口
玄
関
の
利
用
が

多
い
。

　

西
口
玄
関
は
、
町
道
と
の

接
続
が
段
差
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
階
段
を
設
置
し
て
い

る
が
冬
期
間
は
屋
根
か
ら
落

雪
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
南
側（
堤
防
側
）に
迂
回

し
、
不
便
と
認
識
し
て
い
る
。

　

当
初
、
旧
病
院
解
体
撤
去

後
に
病
院
の
駐
車
場
を
含
む

外
構
工
事
を
実
施
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
新
庁
舎
を
病
院

と
隣
接
す
る
形
で
整
備
す
る

こ
と
か
ら
、
施
工
の
重
複
を

避
け
る
た
め
当
面
の
間
は
現

況
で
の
利
用
を
お
願
い
す
る
。

で
、
デ
ザ
イ
ン
の
統
一
感
、

安
全
性
に
配
慮
し
た
人
・
乗

り
物
の
動
線
の
確
保
、
施
設

間
の
往
来
の
利
便
性
の
向
上

な
ど
が
図
ら
れ
る
。

　

新
庁
舎
の
整
備
は
、
大
き

く
二
つ
に
分
け
て
工
事
を
行

う
予
定
で
あ
り
、
病
院
に
隣

接
整
備
す
る
新
庁
舎
棟
と
、

病
院
前
を
含
め
た
周
辺
の
外

構
工
事
を
１
期
工
事
と
し
て

お
り
、
31
年
度
上
期
に
発
注
、

完
成
は
２
年
後
の
32
年
度
末

を
目
指
し
て
い
る
。



18平成31年４月12日発行No.18619 平成31年４月12日発行No.186

発言する葛巻高校生

パソコンのスライドを使って発表する生徒

高校生高校生とのとのふるさと懇談会ふるさと懇談会
　議会では、町民に開かれた議会を目指し、多くの意見や声を聴く機会の場と
して、議会報告会「ふるさと懇談会」を開催しています。
　１月18日に葛巻高校で葛巻高校生と意見交換を行いましたので、その内容を
お知らせします。

町
の
未
来
に
望
む
こ
と

中
学
生
の
政
策
提
言

議
会
へ
の
要
望
な
ど

新
庁
舎
に
ほ
し
い
機
能

議
会
へ
の
要
望

　
　
　

道
の
駅
の
定
期
市
や
、

レ
ス
ト
ラ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
は
。

　
　
　

定
期
市
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ワ
イ
ン
工
場
で
試

飲
を
や
っ
て
き
た
例
が
あ
り

ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ

い
て
、
奥
中
山
高
原
と
ワ
イ

ン
の
連
携
な
ど
企
画
を
練
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　

交
通
の
利
便
性
の
向

上
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

バ
イ
パ
ス
機
能
を

持
っ
た
茶
屋
場
田
子
線
が
あ

と
１
年
で
完
成
し
ま
す
。
新

た
に
沿
岸
の
野
田
村
か
ら
東

北
自
動
車
道
西
根
イ
ン
タ
ー

ま
で
自
動
車
専
用
道
路
を
県

に
要
望
し
て
い
ま
す
。
実
現

す
れ
ば
、
町
か
ら
盛
岡
ま
で

１
時
間
か
か
ら
な
く
な
り
ま

す
。
大
坊
峠
の
改
良
も
間
も

な
く
完
成
し
ま
す
。

　
　
　

海
外
か
ら
の
観
光
を

促
進
す
る
た
め
に
、
看
板
の

外
国
語
表
記
を
考
え
て
は
。

生
徒

議
員

生
徒

議
員

生
徒

【
江
刈
中
学
校
】

・
も
っ
と
高
齢
者
の
受
け
入

れ
を
強
化
す
る
。

・
町
の
特
産
や
木
で
作
っ
た

巨
大
ア
ー
ト
な
ど
観
光
の
充

実
。

・
子
育
て
し
な
が
ら
女
性
が

無
理
な
く
働
け
る
職
場
環
境

を
整
え
る
。

【
小
屋
瀬
中
学
校
】

・
若
者
や
外
国
人
な
ど
の
雇

用
の
場
を
創
る
。

・
若
者
だ
け
で
な
く
中
高
年

の
人
口
も
増
や
す
。

【
葛
巻
中
学
校
】

・
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

販
売
し
て
、
各
家
庭
に
供
給

し
電
気
代
を
安
く
す
る
。

・
葛
巻
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の

　
　
　

沖
縄
県
北
中
城
村
の

中
学
生
と
の
交
流
で
、
視
野

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
沖
縄
へ
行
く
人
数
を
増

や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　

教
育
委
員
会
と
町
長

に
伝
え
ま
す
。

　
　
　

学
習
塾
は
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。
去
年
の
夏

に
塾
の
先
生
が
訪
問
し
て
指

導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後

も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　

学
習
塾
の
取
り
組
み

は
継
続
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が

生
徒

議
員

生
徒

議
員

　
　
　

子
育
て
に
関
す
る
手

続
き
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
化
と
授

乳
室
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、

託
児
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
は
。

　
　
　

そ
れ
ら
の
機
能
は
全

て
備
え
ま
す
。

　
　
　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
音

声
案
内
を
設
け
て
は
。

　
　
　

目
の
不
自
由
な
ど
に

対
応
し
た
設
備
は
必
要
と
考

え
ま
す
。

生
徒

議
員

生
徒

議
員

　
　
　

小
中
学
生
に
と
っ
て

議
会
の
仕
組
み
が
分
か
り
や

す
い
副
読
本
が
必
要
で
は
。

　
　
　

議
会
の
仕
組
み
を
理

解
し
て
も
ら
う
に
は
難
し
い

内
容
も
あ
り
ま
す
が
検
討
し

生
徒

議
員

　
　
　

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
宿

泊
施
設
に
英
語
が
堪
能
な
人

を
配
置
す
る
こ
と
な
ど
も
必

要
で
す
。

　
　
　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
（
※
）
を
誘
致
し
て
雇
用

を
生
み
出
し
て
は
。

　
　
　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
全

町
に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
努
力
し
て
い

ま
す
。

議
員

生
徒

議
員

　
　
　

避
難
所
と
し
て
の
利

用
を
想
定
し
て
、
お
風
呂
な

ど
入
浴
施
設
を
設
け
て
は
。

　
　
　

職
員
更
衣
室
に
シ
ャ

ワ
ー
を
整
備
し
ま
す
。
新
た

に
養
護
老
人
ホ
ー
ム
葛
葉
荘

の
横
に
避
難
所
と
併
設
し
た

入
浴
で
き
る
施
設
の
整
備
を

協
議
し
て
い
ま
す
。

生
徒

議
員

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

性
別
や
年
代
別
に
話

し
を
聴
く
機
会
を
設
け
て

は
。

　
　
　
Ｊ
Ａ
女
性
部
や
商
工

会
女
性
部
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
小
中

学
生
と
も
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

子
ど
も
に
よ
る
議
会

を
開
催
し
て
は
。

　
　
　

子
ど
も
議
会
を
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
質
問

者
と
当
局
と
の
や
り
と
り

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
意
見
交
換

が
良
い
と
考
え
、
現
在
の
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

生
徒

議
員

生
徒

議
員

中
学
生

中
学
生
と
の
と
の
ふ
る
さ
と
懇
談
会

ふ
る
さ
と
懇
談
会

　

１
月
31
日
に
町
内
３
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
と
、
総
合

セ
ン
タ
ー
大
集
会
室
で
、
町
政
な
ど
に
対
す
る
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
意
見
や
要
望
の
他
、
各
中
学
校
か
ら
人

口
減
少
に
対
応
し
、
よ
り
良
い
町
に
な
る
た
め
の
政
策
提

言
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
増

や
し
、
町
外
へ
発
信
す
る
。

・
広
い
道
路
を
整
備
し
、
道

の
駅
付
近
に
集
合
住
宅
を
整

備
す
る
な
ど
、
企
業
に
来
て

も
ら
え
る
環
境
に
す
る
。

地
元
の
高
校
に
入
っ
て
、
ど

こ
の
大
学
に
も
行
け
る
よ
う

に
学
習
塾
を
造
り
ま
し
た
。

　
　
　

学
区
内
に
携
帯
電
話

が
通
じ
な
い
地
域
が
あ
る
の

で
、
解
消
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

現
状
を
確
認
し
ま
す
。

　
　
　

空
き
家
対
策
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登

生
徒

議
員

生
徒

議
員

録
し
て
、
貸
し
出
す
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
中
の
荷
物
な

ど
が
整
理
で
き
た
空
き
家
か

ら
貸
し
出
す
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

　
　
　

町
民
ま
つ
り
に
人
が

来
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

交
流
を
増
や
す
イ
ベ
ン
ト
を

し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　

来
場
者
が
減
っ
て
い

生
徒

議
員

る
と
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
が
、

学
校
の
文
化
祭
な
ど
の
行
事

と
日
程
が
重
な
っ
て
い
る
こ

と
が
要
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　

避
難
所
に
な
っ
て
い

る
、
元
木
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
の
裏
の
安
全
性
を
確
か

め
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　

裏
手
の
山
肌
が
見
え

て
い
る
所
は
、
す
ぐ
に
植
林

し
て
手
入
れ
を
し
て
い
る
の

で
、
土
砂
災
害
の
危
険
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

四
日
市
地
区
、
田
代

地
区
の
国
道
の
歩
道
整
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

国
道
２
８
１
号
は
、

大
坊
峠
の
改
良
に
膨
大
な
予

算
が
か
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
が
完
成
し
て
か
ら
順
次

整
備
す
る
よ
う
岩
手
土
木
セ

ン
タ
ー
に
要
望
し
ま
す
。

生
徒

議
員

生
徒

議
員

※
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

　

本
社
か
ら
離
れ
た
場
所
に
設

置
す
る
小
さ
な
オ
フ
ィ
ス
。
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協力して意見をまとめています
山岸公民館での懇談会の様子

小
学
生

小
学
生
と
の
と
の
ふ
る
さ
と
懇
談
会

ふ
る
さ
と
懇
談
会

　

２
月
５
日
に
町
内
５
小
学
校
の
上
級
生
と
、
総
合
セ
ン

タ
ー
大
集
会
室
で
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
在
籍
す

る
学
校
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
意
見
交
換
を
行
い
、
自

分
た
ち
が
住
む
町
の
こ
と
を
考
え
て
発
表
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ　
　
　

グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換

町
の
良
い
と
こ
ろ　
　

町
の
困
っ
た
と
こ
ろ　

小
学
生
の
感
想　
　
　

　

懇
談
会
の
冒
頭
、
中
崎
議

長
か
ら
「
ふ
る
さ
と
懇
談
会

は
、
町
の
小
学
生
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
思
い
を
聴
き
、
町

づ
く
り
に
生
か
す
た
め
の
も

の
で
す
。
将
来
に
向
か
っ
て
、

皆
さ
ん
の
思
い
が
か
な
え
ら

れ
る
よ
う
に
私
た
ち
は
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
ワ
イ
ン
色
の

建
物
が
多
い
の
は
、
ど
う
し

て
で
す
か
と
い
う
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ミ
ル

ク
と
ワ
イ
ン
と
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
町
の
シ
ン
ボ
ル

に
す
る
た
め
に
、
建
物
を
白

と
ワ
イ
ン
色
に
塗
装
し
た
り
、

暖
房
を
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー

な
ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
入
れ
た
り
し
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
か
ら
で
す
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
の
紹
介
を
行
い
、

５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、町
の
良
い
と
こ
ろ
、困
っ

た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。
活
発
に
意

見
を
出
し
合
い
、
内
容
を
ま

と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

風
力
発
電
な
ど
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
い

る
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
風

車
を
増
や
せ
ば
、
も
っ
と
自

然
環
境
が
生
か
さ
れ
て
、
き

れ
い
な
空
気
を
吸
っ
て
い
ら

れ
る
。

・
酪
農
や
ワ
イ
ン
な
ど
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
産
業
が

盛
ん
。
牛
乳
の
加
工
品
や
、

そ
れ
を
扱
う
お
店
が
増
え
れ

・
大
型
店
な
ど
の
施
設
が
な

い
。
遠
く
ま
で
買
い
物
に
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

ガ
ソ
リ
ン
の
消
費
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
元
か
ら
あ
る

建
物
を
改
修
し
て
、
産
直
の

施
設
を
造
っ
て
は
。
大
型
店

が
で
き
る
と
、
働
け
る
人
が

多
く
な
っ
て
少
子
高
齢
化
対

策
に
な
る
。

・
商
店
や
子
ど
も
が
安
心
し

て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
所

が
少
な
い
。
空
き
家
を
利
用

・
発
表
し
た
人
、
意
見
を
出

し
た
人
が
協
力
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
う
い
う
場

で
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
っ

ば
良
い
。
酪
農
や
ワ
イ
ン
を

観
光
に
来
た
人
に
教
え
る
よ

う
に
し
て
は
。

・
自
然
が
豊
か
で
空
気
や
水

が
き
れ
い
。
自
然
を
守
る
た

め
に
、
川
や
道
路
に
ご
み
を

捨
て
ず
、
ご
み
を
見
つ
け
た

ら
進
ん
で
拾
う
よ
う
に
す
る
。

し
て
、
本
屋
と
文
房
具
屋
を

造
っ
て
ほ
し
い
。

て
ほ
し
い
で
す
。

・
班
の
み
ん
な
で
意
見
を
出

し
合
え
た
し
、
学
校
間
の
交

流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
学
校
や
地
区
な

ど
で
工
夫
を
し
た
取
り
組
み

を
し
た
い
で
す
。

寺
田
自
治
会

　

１
月
27
日

　

寺
田
公
民
館

　

参
加
者
26
人

山
岸
自
治
会

　

２
月
３
日

　

山
岸
公
民
館

　

参
加
者
26
人

小
田
部
落
会

　

１
月
31
日

　
小
田
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　

参
加
者
24
人

　
　
　

高
齢
化
に
な
り
、
自

治
会
の
役
員
を
現
役
で
働
い

て
い
る
人
に
お
願
い
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
自
治
会
長
の
会

議
な
ど
の
夜
間
開
催
は
。

　
　
　

要
望
を
町
へ
伝
え
ま

す
。

　
　
　

今
待
川
の
橋
に
流
木

が
引
っ
か
か
り
増
水
し
て
い

る
、
そ
の
対
策
は
。

　
　
　

河
川
改
修
計
画
を
し

た
も
の
の
、
地
権
者
の
理
解

が
得
ら
れ
ず
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

自
治
会

議
員

自
治
会

議
員

　
　
　

町
と
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー

プ
と
の
協
定
の
内
容
は
。

　
　
　

町
の
定
住
対
策
、
山

村
留
学
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や

災
害
時
の
車
の
確
保
な
ど
の

協
力
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　
　
　

日
渡
橋
の
上
流
が
、

木
の
枝
が
伸
び
て
見
通
し
が

自
治
会

議
員

自
治
会

　
　
　

江
刈
地
区
水
道
整
備

完
了
後
の
水
道
整
備
計
画
は
。

　
　
　

馬
淵
川
簡
水
と
担
当

課
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。

自
治
会

議
員

　
　
　

減
災
防
災
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　

町
内
３
カ
所
で
、
砂

防
ダ
ム
を
建
設
中
で
す
。
全

国
的
に
危
険
な
場
所
は
た
く

さ
ん
あ
り
、
予
算
が
付
き
次

第
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

総
合
運
動
公
園
の
ス

ポ
ー
ツ
コ
ー
ト
に
屋
根
を
架

け
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　

要
望
が
出
て
お
り
、

町
も
必
要
性
を
認
識
し
て
い

ま
す
。
事
業
の
優
先
順
位
を

見
極
め
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
　
　

坂
待
屋
か
ら
星
野
ま

で
の
町
道
整
備
は
。

　
　
　

町
単
独
で
の
整
備
で

は
膨
大
な
費
用
が
か
か
る
た

め
、
大
規
模
林
道
と
連
携
す

る
計
画
で
す
。
予
算
が
付
き

次
第
、
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

国
保
の
都
道
府
県
化

に
よ
り
国
保
税
が
増
額
し
ま

す
か
。

　
　
　

移
行
期
間
で
も
あ
る

た
め
、
増
税
は
当
分
な
い
と

理
解
し
て
い
ま
す
。

自
治
会

議
員

自
治
会

議
員

自
治
会

議
員

自
治
会

議
員

悪
く
、
そ
の
対
応
は
。

　
　
　

管
理
が
県
な
の
か
町

な
の
か
担
当
課
か
ら
確
認
し
、

対
応
を
依
頼
し
ま
す
。

　
　
　

便
利
の
悪
い
農
地
が

耕
作
さ
れ
ず
、
荒
れ
地
に
な

る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

根
本
的
な
対
応
を
国

で
検
討
し
て
い
ま
す
。
山
林

で
あ
れ
ば
、
管
理
し
て
い
な

い
所
は
町
で
管
理
し
て
い
く

方
向
で
す
。
農
地
も
同
じ
よ

う
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
。

議
員

自
治
会

議
員

自治会自治会とのとのふるさと懇談会ふるさと懇談会
　１月から２月にかけて、開催希望のあった３自治会と、ふるさと懇談会を行
いました。町政に関する質問や意見、地域の要望などが出されましたので、そ
の内容をお知らせします。
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編
集
後
記

　

今
年
は
、
雪
も
少
な
く
過
ご
し
や
す

い
冬
で
し
た
。

　

吉
ヶ
沢
小
学
校
は
、
明
治
11
年
開
校

し
、
幾
多
様
々
な
歴
史
の
中
、
こ
の
３

月
に
閉
校
式
を
迎
え
、
寂
し
さ
の
中
に

も
新
た
な
ペ
ー
ジ
に
、
小
屋
瀬
小
学
校

へ
の
入
学
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
平
成
」
に
終
わ
り
を
告

げ
、
新
元
号
に
は
「
令
和
」
と
明
記
さ

れ
、
新
た
な
歴
史
に
注
目
と
期
待
と
夢

の
あ
る
時
代
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
常
任
委
員
会

委
員　

大　

平　
　
　

守

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交際
費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

１月 47,000円（
（
（

町民総合体育大会総合
閉会式ほか

町安全協議会研修会
並びに懇談会ほか

自衛隊入隊・入校予定者
激励会ほか

）
）
）

34,000円
48,000円

２月
３月

次の定例会議は７月５日(金)です。

　吉ヶ沢小学校の閉校式は、３月21日、
同校体育館で行われ140年の校史に幕を
閉じました。表紙の写真は、同校最後の
在籍児童・教職員。同校は、４月から小
屋瀬小学校（中村卓志校長・児童26人）
と統合し、児童は新年度を新たな環境で
スタートしています。

吉 ヶ 沢 小 学 校 の 閉 校 式


